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静岡地学第 63号 (1991)

掛川地域の地層と化石の観察
一一冬季巡検会報告(平成2年12月16日実施

森 通済*
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よれば、この露頭で見られる大日麗(貝化石を含む部分から上に向かつて、より細粒の砂に変化する

まで)は、大あらしが原因で比較的、短時間に形成されたということであった。また、この
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1 第 2露頭 2 第 5
西郷題に大日 大臼壊からの化石採集

の補助線

やはた

検は昼食をはさみ 13時 30分には ")¥1播かのバス停で解散、終了した。巡検案内者の間嶋隆一氏をは

じめ、資料作製その他準備をされた人々、ありがとうございました。

。巡検会アンケート

今後の巡検会の企画の参考にするため、今回参加者に簡単なアンケートを行った。それによると、

巡検会の実施時期は 7.. 8月と 12"1 .. 2月がよい(7名)が多い。交通については、公共機関利用

がよいは名人があったが、マイカ一方式(6名)の方が多い。以下に寄せられた感想、等を

の巡検でよかった点

@化石がたくさん採集できた。

争天気がよく日程もよい。

@公共交通機関のみの使用がよい。

争天気がよく、事前資料があってよい0

6時間の余裕があった。

@ストームによる堆積が興味深かった。

@説明が詳しく、 300万年前を偲ぶことができた。

命説明がとても分かりやすかった。

e堆積の過程についての考えが聞けたこと O

@専門的な新しい学説が聞けたこと O

@堆積の話、化石の話。

像化石床を見られたこと O

@大臼層の化石の露出地を見られたこと O

φ説明が分かりやすく面白い。新しい考えに触れた。

φ堆積についての新しい考えが開けたこと O

@化石の層の生成、地域を知ることができたこと O
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